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審査結果の所見 

 本研究グループは、白血病幹細胞研究で先駆的な研究成果を上げてお

り、TIM-3（T cell immunoglobulin mucin-3：免疫に関わるタンパク質）

が骨髄系がん幹細胞に広く発現し、その増殖・維持に寄与していること

を明らかにしている。新たに、がん幹細胞の抑制に関わる分子も同定し

ており、がん幹細胞研究のブレイクスルーとなることが期待でき、この

研究の推進により、がん幹細胞研究に新たな概念が生まれる可能性があ

る。本研究は、当該研究分野をリードする研究であり、基盤研究（Ｓ）

として採択すべき課題であると判断した。 

 

  

 

 




